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の輪づくり！

レクリエーションを学び、認知症疑似劇を上演し・・・・
高校生が熱い思いをもって地域のサロン等に出向いていきます！！

認知症疑似劇に初挑戦！劇団「ハピネス」
（井原高校南校地 福祉類型 ３年生）

レクリエーション実践講座
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【会費及び寄付金の主な充当事業報告】

平成23年度　事業報告・決算

会費収入  5,183千円

在宅福祉事業
7,704千円

老人福祉センター事業
6,449千円

寄附金(施設整備等）収入
7,853千円

受託金・負担金収入
64,696千円

経常経費
補助金収入
38,959千円

事業収入  2,504千円

共同募金配分金事業
9,819千円

ボランティアセンター活動事業
1,641千円

共同募金配分金収入
8,450千円

介護保険・障害者自立支援
　　給付費等収入
　　125,125千円

やすらぎセンター事業
55,986千円

法人運営事業
37,131千円

訪問介護事業
35,504千円

居宅介護支援事業
  24,818千円

その他　2,619千円 

　社会福祉法人井原市社会福祉協議会では、平成２４年５月２４日、井原市総合福祉センターで
理事会・評議員会を開催し、平成２３年度事業報告及び一般会計・特別会計の収支決算などが理
事会で認定、評議員会で承認されました。

　　　　 事　業　名

地域福祉活動推進事業

ボランティアセンター活動事業費

在宅福祉事業費

　　　　 事　業　内　容

ふれあいのまちづくり事業
ご近所福祉ネットワーク活動
ふれあい・いきいきサロン
ふれあい福祉相談センター事業
チャイルドシート等貸出
奉仕員養成講座（手話・要約・点訳）
日常生活自立支援事業
交通遺児激励金　　　　　　　等

夏のボランティア体験
ありがとう！ボランティア交流会

日常生活用具貸与事業
配食サービスの実施（芳井・美星）

　　　　 事　業　名

共同募金配分金事業費

地域福祉活動基金運営事業

　　　　 事　業　内　容
赤い羽根共同募金運動
トントン！と～とバッグプロジェクト
地域力パワーアップ講座開催
サロン交流会開催
ボランティア交流会開催
井原市社会福祉大会開催
ふれまちだより発行（年６回）
福祉機器購入
学校へのボランティア活動費助成
福祉団体・ボランティア推進団体助成
災害見舞金
給食サービスの実施　　　　　等
ふれあい料理教室（芳井）
一人暮らしふれあい交流会（美星）

平成23年度

会計決算

歳　入
255,389千円

歳　入

障害児通園事業
12,202千円

いばらサンサン交流館事業
21,601千円

地域福祉活動推進事業
25,535千円

・地域福祉活動基金運営事業
　　 　 470千円
・生活福祉資金貸付事業
　　 　 784千円
・交通遺児福祉基金運営事業
　　  　   80千円
・公益事業　7,178千円

歳　出
246,902千円

歳　出

ふれあい・たすけあい・ささえあい  まちづくり ふれあい・たすけあい・ささえあい  の  まちづくり

当期資金収支差額
8,487千円

平成23年度　事業報告・決算
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〜ものづくりのまち井原へ　あらたなチカラ〜
　夏休みを利用して、オリジナル「トントン！と～とバッグ」を作ってみませんか？
初めての人でも安心！ステンシルボランティアの方が優しく、親切に教えてくれます。　

　日　　時　　平成２４年８月１日（水） １３：３０～１５：３０
　　　　　　　　　（毎月第１水曜日定例開催日）
　場　　所　　井原市総合福祉センター　３階大会議室
　講　　師　　ステンシルボランティアのみなさん
　対 象 者　　井原市内小学４～６年生ボランティア希望者
　　　　　　　先着３０名       
　受 講 料　　無　料

　※「と～とバッグ」は、大小関係なく５００円を赤い羽根共同募金への寄付として

　　いただき、この事業登録のふれあい・いきいきサロンへ還元していくしくみを

　　つくっています！

　お 願 い　　保護者の同伴は必要ありませんが、会場までの送迎は
　　　　　　　保護者の責任でお願いします。
　　　《申し込み・問い合わせ先》
　　　　井原市井原町１１１０　社会福祉法人　井原市社会福祉協議会　
　　　　　　☎６２－１４８４　　　ＦＡＸ ６２－１４９６

　井原市社会福祉協議会では、今年度も引き続き

３カ月毎の１１日に、市内大型店舗等で街頭募金

活動に取り組んでいきます。

　１年以上経過した今でも、被災地では復興まで

にはまだまだ支援が必要です。

　　６月１１日（月）街頭募金活動実施状況
（井原市社会福祉協議会ボランティアセンター登録

６団体、個人３名、社協職員等　合計３２名参加）

　みなさまからのあたたかいご支援、ご協力を
よろしくお願いいたします！　　　　　　　　　　 配布しているがんばろうステッカー

※次回は９月１１日（火）に10：00〜11：00に芳井町特産品直売所・芳井マーケット、美星Ａコープ、
　17：00〜18：00 にハローズ、ハピーズ、ディオ、イズミで実施予定です。

　　　義援金合計額　５, ６８４, ６８１円（平成２４年７月１３日現在）

 東日本大震災義援金街頭募金活動  継続中！

夏休み子どもステンシル講習会参加者募集!
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　　　　　　 ～福祉バス貸出しのお知らせ～
　井原市社会福祉協議会では、サロンの仲間と楽しく出かける外出支援を進めています。
そこで、サロン活動で利用できる福祉バスの貸出しをしています。

・利用できるバス・・・おぎゃ～号（２９人乗り）、はっぴ～号（１０人乗り）　※運転手含む人数
・バス利用料・・・・・・無料（ただしおぎゃ～号は軽油、はっぴ～号はガソリンを満タンで返して下さい。）
・運転について・・・・運転ボランティアさんにお願いする方法と、シルバー人材センターに依頼する方法が
　　　　　　　　　 あります。
　　　　　　　　　 ◎運転ボランティアさんにお願いする場合
　　　　　　　　　 　→井原市社協が運転ボランティアさんにお願いします。
　　　　　　　　　 　  ただし、運転ボランティアさんの都合によっては調整出来ない場合もあります
　　　　　　　　 　　   ので、ご了解下さい。
　　　　　　　　　 ◎シルバー人材センターに依頼する場合
　　　　　　　　　　 →利用料が必要となります。
・申請方法・・・・・・・電話もしくは直接社協に利用可能な日時を確認して下さい。
　　　　　　　　　 早めに社協にて使用許可申請・誓約書を記入して下さい。（その際代表者印が必要）

　※申請・誓約書記入の際は貸出し要綱を守り、万一の事故の場合には法の定めと補償の範囲での補償
　　をご納得頂いてから押印をお願いします。

詳しい内容・ご相談は井原市社会福祉協議会まで　
担当：地域福祉係　　　ＴＥＬ　６２－１４８４　　

　毎年恒例の“サロン交流会”
今年は各サロンから１６０人に参加いただき、サロンですぐ実践でき

る“簡単おやつ作り”や“続けよう！簡単１０分間体操”など盛りだ

くさんの内容でした。

　また、井原高校南校地の生徒に

よる「ハピネス」の初認知症疑似

劇は迫真の演技で、会場内は大盛

況のうちに幕を閉じました。

　井原市社協では引き続き、ふれ

あい・いきいきサロンの交流やつ

ながりを大切にしていきます。

平成 ２４年６月１８日（月）
サロ ン交流会を開催しました！

わき愛♡愛

ふれあい・いきいきサロンとは・・・ふれあい・いきいきサロンとは・・・

サロンのええところ
・誰でも参加できる
・気軽に集まれる
・仲間ができる
・無理のない運動ができる
・良い刺激を受けることができる
・人と人とのつながりができる

サロンはええんじゃなあ。
サロンでどこか行きたいなあ。

そんなときは！！

やっぱり ふれあい・ いきいきサロン
ってええ  なぁ～

やっぱり ふれあい・ いきいきサロン
ってええ  なぁ～

レクリエーション用具体験！
　井原市社協で現在貸出しをしているレクリエーション用具を、実
際に体験していただきました。かるたやハンドベル、魚釣りゲーム
などを実際に体験された方からは「簡単に使えるんじゃなぁ」との
お声も。無料ですので、お気軽にサロン活動でご利用ください。
　　　　　　　　　　　　　　　 レクリエーション用具体験の様子　

　すぐ出来る！簡単体操！
さあ、さっそくサロンのみんなでレッツゴー！
　　　　　　　　　　～みんな笑顔で「ワッハッハ！」～
＜手順＞
①椅子に座ったまま、両腕を大きく振ってその場で足踏みします
②４回足踏みしたら、その体制でストップ
　（右手と左足　もしくは　左手と左足を上げている状態）
③ストップしたまま笑顔で「ワッハッハ」と大きな声で言う
④①～③を繰り返す

おぎゃ～号・はっぴ～号ででかけよう！おぎゃ～号・はっぴ～号ででかけよう！
▲井原高校南校地「ハピネス」
　による認知症疑似劇

▲簡単おやつ
　きなこマカロニ
　じゃこマヨぴり辛クラッカー

▲ご近所福祉クリエイター
　酒井　保氏による講演

すぐ出来る！簡単体操！
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相談内容 日　　　　時 内　　　　容

ふ れ あ い
福 祉 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00
日常生活上の心配ごと・
悩みごとなどあらゆる
相談

法 律 相 談
８/ ７㈫　　 13：00 〜16：00
９/４㈫　　 10：00 〜15：00

法律上の難しい問題の
相談（財産・相続・金銭
貸借・境界等）1件 30分
以内事前に予約必要
予約先：井原市社会福祉協議会

療 育 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00

就学前の子どもたちに関す
る心配や悩みごとの相談

介 護 相 談
家庭介護や各種サービ
スに関する相談

結 婚 相 談
８/10 ㈮・９/14 ㈮

　13：30 〜15：30
結婚に関する相談

行 政 相 談

７/26 ㈭・８/９㈭
８/23 ㈭・９/13 ㈭

10：00 〜12：00
【井原市総合福祉センター】

行政全般に関わる相談

（道路・住宅・公害）

７/19 ㈭
9：00 〜12：00

【 芳 井 公 民 館 共 和 分 館 】
８/16 ㈭・９/20 ㈭

9：00 〜11：00
【 芳 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー】

７/17 ㈫・８/21 ㈫・９/18 ㈫
10：00 〜12：00

【美星農村環境改善センター】

ふれあい福祉相談センター
秘密厳守／相談無料 お問い合わせ、予約は

　井原市社会福祉協議会　☎62−1484

お問い合わせ先
　協働推進課 市民活動係　☎62−9508
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上
野
𠮷
子

亡
父  

大
阪
府
茨
木
市 

真
砂
明
敏

亡
母  

大
江
町　

  

大
塚
喜
嗣

亡
夫  

西
江
原
町  

岡
崎
貞
子

亡
夫  

西
江
原
町  

佐
藤
光
子

亡
父  

下
出
部
町  

川
﨑
和
彦

亡
妻  

上
稲
木
町  

井
上
直
紀

亡
母  

井
原
町　

  

池
田
政
行

亡
母  

下
出
部
町  

出
原
典
雄

亡
父  
東
江
原
町  

唐
木
敏
夫

亡
母  
木
之
子
町  

妹
尾
勝
義

亡
母  
下
出
部
町  

川
上
勝
士

亡
叔
母 

門
田
町　

  

藤
井　

護

亡
母  

下
出
部
町  

森
田
哲
市

亡
長
男 

上
出
部
町  

吉
岡
良
二

亡
夫  

高
屋
町　

  

金
尾
節
子

亡
母  

大
江
町　

  

寺
岡　

力

亡
父  

西
方
町 　

 

野
宮　

優

亡
夫  

七
日
市
町  

妹
尾
弘
子

亡
夫  

大
江
町　

  

藤
代
立
子

亡
母  

西
江
原
町  

藤
原
義
明

亡
父  

木
之
子
町  

森
本
清
志

亡
妻  

笹
賀
町　

  

佐
藤　

昇

亡
夫  

岩
倉
町　

  

多
賀
智
恵
子

亡
夫  

下
出
部
町  

石
原
賀
子

亡
母  

大
江
町　

  

谷
本　

巖

亡
妻  

芳
井
町
簗
瀬 

三
宅　

功

亡
母  

芳
井
町
天
神
山 

山
本
芳
夫

亡
夫  

芳
井
町
佐
屋 

花
本
ス
ミ
ヨ

亡
母  

奈
良
県
生
駒
市 

三
宅
啓
介

亡
父  

芳
井
町
下
鴫 

新
田
進
一

亡
母  

芳
井
町
花
滝 

名
合
正
寿

亡
父  

芳
井
町
井
山 

佐
藤　

章

亡
妻  

芳
井
町
与
井 

塚
下
光
廣

亡
母  

芳
井
町
佐
屋 

有
井
宗
孝

亡
夫  

美
星
町
星
田 

仕
田
原
小
代

亡
妻  

美
星
町
黒
忠 

山
下
幸
一

亡
夫  

美
星
町
星
田 

稲
葉
貞
江

亡
母  

美
星
町
宇
戸
谷 

長
谷
川
豊
志

亡
父  

総
社
市
真
壁 

坂
川
智
恵
子

亡
母  

美
星
町
星
田 

竹
井　

敏

亡
父  

美
星
町
烏
頭 

井
口
勝
志

亡
母  

美
星
町
三
山 

片
岡
正
之

亡
夫  

美
星
町
西
水
砂 

川
上
秀
美

亡
父  

美
星
町
明
治 

伊
達
勝
則

亡
母  

美
星
町
三
山 

中
村
増
慧

亡
夫  

美
星
町
三
山 

三
宅
和
子

亡
父  

美
星
町
西
水
砂 

妹
尾
公
志

亡
祖
母 

美
星
町
宇
戸 

三
浦
幸
夫

亡
母  

美
星
町
三
山 

桑
田
学
俊

◇
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

美
星
町
大
倉　
　

川
上
吉
弘

美
星
町
星
田　
　

妹
尾
ア
ヤ
コ

美
星
町
宇
戸
谷　

平
松
節
子

美
星
町
西
水
砂　

妹
尾
公
志

◇
福
祉
器
具
借
用
の
お
礼
と
し
て

美
星
町
黒
忠　
　

山
室　

好

芳
井
町
下
鴫　
　

佐
藤
謙
市

芳
井
町
吉
井　
　

佐
藤
孝
治

芳
井
町
花
滝　
　

橋
本
博
文

芳
井
町
池
谷　
　

鳴
川
益
範

美
星
町
宇
戸
谷　

長
谷
川
禮
子

矢
掛
町
矢
掛　
　

三
宅　

譲

美
星
町
黒
忠　
　

川
上　

勇

◇
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
へ
指
定
寄
付

井
原
町　
　
　
　

石
原
康
志

◇
物
品
寄
付

芳
井
町
東
三
原　

鳥
井
花
子

◇
一
般
寄
付

平
成
井
原
男
塾

コ
ス
モ
ス
会

フ
ェ
ニ
テ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
㈱

セ
イ
ビ
テ
ッ
ク
㈱

芳
井
町　
　
　
　

後
月
仏
教
会

芳
井
町
西
三
原　

山
室
忠
光

　

こ
の
夏
の
中
国
地
方
の
予
想
気

温
は
、
平
年
並
か
そ
れ
以
上
だ
そ

う
だ
。
そ
の
上
、
節
電
も
叫
ば
れ

て
い
る
。

　

エ
コ
生
活
に
一
役
か
っ
て
い
る
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
ゴ
ー
ヤ
ー
を
今
年

も
植
え
た
。

　

５
月
に
気
温
が
十
分
上
が
っ
た

の
を
見
計
ら
っ
て
、
ポ
ッ
ト
に
種

を
ま
い
た
。
苗
売
り
場
で
、「
ゴ
ー

ヤ
ー
は
芽
出
し
が
難
し
い
」
と
い

う
声
を
聞
い
た
が
、
硬
い
種
の
と

が
っ
た
先
を
爪
切
り
で
カ
ッ
ト
し
、

一
晩
水
に
漬
け
て
植
え
て
み
た
。

昨
年
種
と
り
を
し
た
も
の
だ
が
、

驚
く
ほ
ど
よ
く
発
芽
し
た
。

　

６
月
に
な
り
、軒
下
に
定
植
し
、

軒
ま
で
届
く
３
ｍ
ほ
ど
の
竹
を
裏

藪
か
ら
切
っ
て
き
て
支
え
に
し
た
。

　

今
、
ゴ
ー
ヤ
ー
は
、
ぐ
ん
ぐ

ん
つ
る
を
伸
ば
し
広
が
っ
て
い
る
。

間
も
な
く
、
涼

や
か
な
陰
を
も

た
ら
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。


